
事業内容の概要 交付額（円）

NPO法人デジタルライフサポーターズネット

地域スマホ相談会

八幡台の環境問題を考える会

ペット防災～同行・同伴避難について考える
～

防災ままのわ瀬戸

瀬戸で子育て世代への防災意識を高める
事業

せとものFriends

せともの打楽器開発・プロモーション事業

郷土の歴史と文化を広める会

歴史の道百選に選定された中馬街道を広く
アピールします！

「こんなまちに住みたいナ」実行委員会

歴史的文化財旧山繁商店の保存と窯垣と
窯道具の魅力を広め賑わいを。

特定非営利活動法人「窯のひろば」

瀬戸発信の文化・芸術を子どもたちへ―赤
ちゃんからの音楽体験で、子どもの健やか
な成長と瀬戸における芸術の振興を図る

to-fu　～未来を守る～

食の支えあいセーフティネットの構築

999,600交付合計額

106,0008

【課題】せともの文化の継承が困難になっていること、せともの文化や瀬戸に対する若者の関心が薄いことから、せとものの新たな魅
力を発信することが必要。
【事業の内容】市内の窯元と連携して、せともの打楽器（磁器）を開発し、開発過程も動画配信でPRする。また、市内会場やオンライン
でせともの打楽器コンサートを開催する。瀬戸市の地場産業の新たな可能性を広げ、魅力発信につなげることで、「せとものと音楽の
まち」として広くＰＲする。

【課題】文化庁により歴史の道百選に選定された中馬街道について、地域住民の認知度が低いため、中馬街道のPRを進め、郷土愛
を高める必要がある。
【事業の内容】中馬街道沿いの地域団体と連携し、中馬街道ＰＲのためのタイル製道しるべの設置、中馬街道沿いの歴史的遺産の
調査、地図看板の設置に取り組む。また、中馬街道探索「品野の歴史の道めぐりツアー」を実施し、広く市民にＰＲすることで郷土愛
の醸成を図る。

【課題】コロナ禍による影響やひとり親家庭など、貧困問題が起きており、貧困家庭への食の支援が必要である。
【事業の内容】チラシの配布により食材が余っている家庭や店舗等と募集することで、余った食材（乾物）を収集し、貧困家庭に配達
を行う。また、子ども食堂を始めとした地域の団体と信頼関係を構築し、食材のやりとりの輪を広げることで、地域で支え合う食の
セーフティネットを構築する。

6

【課題】歴史的文化財旧山繁商店と窯垣の保全に向けた魅力PRと商店街の賑わい復活が必要である。
【事業の内容】(1)商店街の賑わいづくりのための街づくり講演会や旧山繁商店の魅力的な空間づくりに向けたワークショップ、(2)窯道
具の歴史に係る講演会と窯垣散策、窯道具集め、窯垣の写真リーフレット作成を実施し、旧山繁商店を窯垣探しの中心に、街の賑わ
いにつなげるようにする。

132,500

7

【課題】(1)市内において子どもたちが文化・芸術に触れる機会を創り、健全な発達を促すことと、(2)瀬戸在住在勤の音楽家の演奏機
会づくりによる瀬戸における芸術振興が必要であること。
【事業の内容】瀬戸市在住または瀬戸で活動する音楽家たちによる、子どもたちを対象とした観客参加型のコンサートを開催し、子ど
も達が瀬戸で文化・芸術に簡単に触れることができる環境づくりを目指す。

132,500
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【課題】デジタル機器の利用で困ったときに相談できる場所や人が身近にないため、デジタルデバイドが発生しており、気軽に相談で
きる存在の創出が必要である。
【事業の内容】(1)地域におけるスマホ相談会の定期開催、(2)デジタルサポーターの募集と育成を行う。それにより、デジタル技術を活
用し誰もが豊かな人材を享受できる共生社会「スマートインクルーシブ社会」の実現を目指す。

【課題】災害時のペット同行・同伴避難の困難さから、避難所に避難できない飼い主や、避難できなかったペットが放浪動物となってし
まう問題、避難できた場合でも他の避難者とのトラブルが発生する等の問題が発生しており、ペット防災について考える機会創出が
必要。
【事業の内容】(1)ペット防災講演会の開催、(2)ペット防災展の開催を行い、ペット同行・同伴避難の重要性を周知し、ペット防災に係
る市民の関心を高め、防災意識向上を目指す。

【課題】乳幼児を持つ子育て世代の防災意識が低く、防災活動に触れる機会を創出する必要がある。
【事業の内容】(1)ハンドブックの増刷、ブース出展、(2)乳幼児保護者向けの防災講座、(3)乳幼児親子向けの地域における危険箇所
確認のための「防災さんぽ」、(4)幼稚園、保育園、サークル活動等への出張講座、(5)避難所でのエコノミークラス症候群予防やストレ
ス解消のためのストレッチＰＲを実施する。それにより、子育て世代の防災意識向上を図る。

98,600

132,500

132,500

132,500

132,500


